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このレポートについて
私たちの存在意義 統合報告（本報告書制作）プロセス

ミッション（使命）
シダックスは何のために事業を行っているのか？

ビジョン（そのための具体的な活動）
ミッションを達成するために、具体的にどんな活動をするのか？

バリュー（大切にすべき価値観）
自分たちは、どんな価値観を大事にして仕事に取り組むのか？

編集方針

　本統合報告書は、当社グループの持続的
な企業価値創造に向けた経営および企業活
動全般をステークホルダーの皆さまにより深
くご理解いただくための対話のきっかけとな
ることを目的としています。本書においては、
投資家の皆さまが特に必要とされる情報を
抽出し、当社グループの目指す姿に向けた戦
略およびそれに基づく各事業の取り組みや
現状などを紹介し、それらを支える価値創造
の基盤などを中心に、グループの全体像をお
伝えすることに注力しました。今後もステー
クホルダーの皆さまのご意見を反映しなが
ら、統合報告書の質的向上を図ります。

報告対象

期間： 2023年3月期（2022年4月～2023

年3月）および2023年4月以降の一
部活動

範囲： シダックス株式会社およびその子会
社・関連会社

参考ガイドライン

IFRS財団
「国際統合報告フレームワーク」

表示単位

　本報告書で表示している金額のうち、億円
単位のものは一億円未満を切り捨て、百万円
単位のものは百万円未満を切り捨てて表示
しています。また、%は四捨五入で表示して
います。

未来の子供たちのために
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  企業情報
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• 安心・安全の取り組み
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•  本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。
•  本資料に掲載されている事項は、当社グループの財務情報および経営情報の提供を目的としたもので、当社が発行する株式の購入、売却および投資
アドバイスを目的としたものではありません。投資に関する決定は、ご自身の責任、判断のもとになされますようお願いします。

•  本資料に掲載されている事項には、当社グループに関する将来予測や業績予測が記述されていますが、将来の業績を保証するものではなく、リスク
や不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、異なる可能性があることをご承知おきください。

•  本資料に掲載されている事項または、本資料を利用することで生じたいかなる損失や損害に対しても、当社は一切責任を負うものではありません。
また、予告なしに情報の掲載中止や変更を行うことがあります。

情報開示体系 ＜将来の見通しに関する注記事項＞

ミッション

社員
＊ウェルビーイングの向上

繁栄する
パートナー
（取引先）

•   人財育成の投資を行い、生産性向上を
もたらし、その成果を社員に還元。

•   同時にミッションへの理解と共感によ
るエンゲージメントの向上を得る。

•   社員が協創イノベー
ションの成果を幅広
い顧客に提供するこ
とでパートナー（取引
先）も繁栄

報われる
投資家
（株主）

当社グループ
Webサイト

概要・イメージ

非財務 財務
統合報告書

コーポレート
ガバナンス報告書 有価証券報告書 決算短信

決算説明会資料

統合思考と存在意義の実現に向けて

当社グループが特に解決すべき社会課題

食品ロス削減、
脱炭素化

環境

食／交通の
事業者責務の全う

安心・安全

サービス改善と
インフラ最適化

街づくり

人財開発、
生産性向上と還元

人財

未来の子供たちのために、
より良い社会づくりの
視点で、人々と共に

「安心」「安全」「笑顔」の
日々をつくる。

•   当社グループのミッ
ションに共感する
ファンを増やす

•   社員が課題解決を行
うことで顧客満足度
は向上

•   顧客満足には、パー
トナーとの協創イノ
ベーションも貢献

•   社員がSDGs経営に
コミットすることで
社会課題解決が進み
地域も繁栄

•   社員がSDGs経営を
推進し、株主は経済
的リターンとESG的
評価を享受

CSV（共通価値創造）
社会課題解決と
経済的成長

喜ぶ
顧客

繁栄する
地域

コミュニティ

協創イノベーション
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シダックスは、何のために事業を行なっているのか？

ミッションを達成するために、具体的にどんな活動をするのか？

自分たちは、どんな価値観を大事にして仕事に取り組むのか？

　シダックスグループはSDGs、ESGといった概念が生まれる10年以上前から「社会課題
解決型企業」を目指し、事業を展開してまいりました。現在の基幹事業であるフードサービ
ス、車両サービス、社会サービスはすべて、顧客の皆さまに「安心・安全・笑顔」をご提供し、
「未来の子供たちに素晴らしい社会を贈る」というパーパスを実現させるものです。
　こうした理念と事業活動の一体化が、当社グループのサービスをハイクオリティなものと
し、多くの顧客の方々からの信頼と実績を積み重ねる事を可能にしております。そして、将
来においても持続的な成長を実現する企業力の源泉であると信じております。これからも信
頼性、透明性の高い経営を行い、ステークホルダーの皆さまと強い絆を作り、事業を発展さ
せてまいります。

未来の子供たちのために社会課題解決を事業で実現します

経営理念体系MVV（Mission, Vision, Value）

代表取締役会長 兼 社長

志太　勤一

未来の子供たちのために、より良い社会づくりの視点で、
人々と共に「安心」「安全」「笑顔」の日々をつくる。

人で成り立つ仕事だからこそ、 
人としての力をつけ、人の力を認める。

心と身体を健やかに保ち、やりがいを持って楽しく働く。

仲間を大事にし、支え合い、そのつながりを仕事に活かす。

自分たちの「笑顔」や「感謝」を生み出すチカラを信じ、届ける。

社会をより良くして次の世代に渡すことを、第一に考える。

自分自身へ

仲間たちへ

お客様へ

子供たちへ

※  同じ業務でも、従事する「地域」や「場」が変われば、それは一つ一つ異なるサービスであると定義づけ、そのサービスの数は全国で500以上に及ぶとす
る、総合サービス企業シダックスグループが2016年～2018年にかけて展開した企業広告で用いたキャッチコピー

 「現場力」「対応力」を、日々学び続けることで高め、人々の笑顔につなげる意識を持つ。Ⅰ 人財面

 「安心」「安全」を、当たり前を超える“シダックスレベル”で提供し続け、その自信を持つ。Ⅱ 事業面

 「連携力」を磨いてシダックスの強みとし、“500の仕事”※で役立てることに誇りを持つ。Ⅲ 発展性

 「デジタル」を人の役に立つために上手に活用し、未来の期待に応えるチカラを持つ。Ⅳ 先進性

 「SDGs」を自分たちの日々のこととして、自分に出来ることと結びつける姿勢を持つ。Ⅴ 社会性

ミッション

ビジョン

バリュー
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中期経営計画 「Re-Growth 2025」

Re-Growth 
2025
経営改革

1

2

3

4

5

6

　当社の事業計画の信頼性を高め、着実な成長を目指していくために、昨年5月に3ヵ年の中期経営計画（Re-Growth 2025）を策
定しました。
　3ヵ年計画の初年度は売上高1,200億円、営業利益37億円を目標に掲げ事業活動に注力してきました。事業部門により好不調が
見られたものの、新規契約の受注目標をクリアするなど、グループ全体でカバーすることで、売上高、営業利益ともに計画以上の進捗
で着地することができました。
　本計画では6つの重点施策に取り組んでおり、シダックスグループの経営理念体系「ミッション、ビジョン、バリュー」の旗印のも
と、今後も再成長（Re-Growth）に取り組んでいきます。

数値計画
（2025/3期） 売上1,464億円　営業利益 71億円　営業利益率  5%　ROE  26%　3年累計FCF※1 146億円

営業利益 （億円）売上高※2  （億円）

Re-Growth
経営改革

Missionの実現

未来の子供たちのために、より良い社会
づくりの視点で、人々と共に「安心」「安
全」「笑顔」の日々をつくる。

中期経営計画における重点施策

売上成長 成長ドライバーに据えた
社会サービス事業の大躍進

人財投資 人財戦略を再構築

事業セグメント別概況

特集：人財育成

フードサービス事業
～オイシックスとの協業～

P.36-41

P.22-23

P.15

P.42-43

P.28-35

筋肉質化 新経理システム導入による効率化

新規事業 オイシックスとの協業スタート

財務戦略 優先株式の消却を実施 財務分析と戦略

SDGs経営 4つのマテリアリティを
7つのワーキンググループで推進 SDGs経営

1,1471,094

1,464
1,330

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3（期）
実績

中期経営計画

24.4

6.9

71.0

58.8

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3（期）
実績

中期経営計画

＋2.7pt

2.1

0.6

4.9
4.4

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3（期）
実績

中期経営計画

※1 フリー・キャッシュ・フロー　　※2 2020年3月期末に売却したコンビニ事業および2022年3月期に売却した中伊豆事業の売上高は控除

カラオケ衰退期
2018年6月 

レストランカラオケ
事業撤退

　当社はROEを経営上の指標として重視しています。事業ポートフォリオ組み換えを含む経営改革で大幅改善したROEを、収益性
の改善によりさらに26%超にまで向上させていきます。

カラオケ衰退期
（2018年6月カラオケ事業撤退） 経営改革期 中期経営計画期間

ROEの大幅改善

2013/3期 2018/3期※1 2022/3期 2025/3期

10.5%
（10.5%）

△49.7%
（△27.7%）

16.4%
（36.0%）

26.1%
（26.1%）

（カッコ内は調整前の当期純利益を用いて算出）

1.4% △2.5% 1.6% 3.2%
•  不採算事業からの撤退により改善した利益率は、中期
経営計画期間でコア3事業の成長と生産性改善により
さらに向上

2.0 2.3 3.5 3.7
•  カラオケ／コンビニ事業や非稼働資産の売却等を経
て、アセットライトな受託事業を主体とした企業へと
変革済

3.7x 8.4x 2.9x 2.2x
•  過去の過剰なレバレッジを改善済
•    CFの安全性が高い（顧客分散／ストック型）事業モデルへ
のシフトに伴い、今後適度なレバレッジ再導入の余地あり

•  事業の選択と集中が進み、中期経営計画期間ではコア
事業の成長に集中

ネットデット

ネットキャッシュ

総資産
純資産 

（財務レバレッジ）

コア3事業
売上比率

純有利子
負債

売上
総資産 

（総資産回転率）

当期純利益※2

売上 
（売上高利益率）

ROE※2

74％
97％ 96％

56％

130億円264億円

ネットキャッシュ

114億円18億円

さらに 
改善

さらに 
改善

高水準
維持

大幅改善

大幅改善

大幅改善

悪化

悪化

維持

上昇 低下 低下

　オイシックスとのフード関連事業の協業において、ミールキットを活用した完全調理品の商品開発を推し進め、市場開拓による事業の
拡大を図るとともに、当社グループが受託運営する保育施設でのテストマーケティングを開始するなど、順次具体化しています。
　なお、フードサービス関連事業の協業に関わる公正な検討の枠組みとして「特別委員会」を設置いたしましたが、検討の前提となる状況
が整うまで、特別委員会での検討は一時保留としています。
　事業の拡大を目指すにあたり、今後はより規模の大きな市場への進出も視野に入れた内容をまとめ、オイシックスとの資本異動を伴わ
ない協業については、年内に事業戦略（協業内容）を発表できるよう進めてまいります。

オイシックスとの協業の進捗状況

※矢野経済研究所調べ

2024／3～取引施設の拡大

2025／3～進出を目指す

フードサービス事業 ～オイシックスとの協業～

営業利益率 （%）

詳細

詳細

詳細

詳細

詳細

※1 本社ビル／関連会社株式売却に係る影響を控除
※2  資産売却に係る特別利益の影響を除外した当期純利益で算出（資産売却に係る特

別利益は法定実行税率が適用されたものとして試算）

ROE = × ×当期純利益
売上

売上
総資産

総資産
純資産

（売上高利益率） （総資産回転率） （財務レバレッジ）

提供市場の拡大準備

市場規模テストマーケティング開始
•  受託運営する保育施設で、テストマーケティングを開始
•  保育施設での業務用ミールキット活用モデルを構築し、取引
施設数の拡大を狙う

•  病院や高齢者施設等の施設特性の理解を加速
•  保育以外の給食市場への早期進出を目指す

保育給食

約0.2兆円

病院給食

約1.1兆円

高齢者施設給食

約1.1兆円
産業給食

約1.2兆円 約3.6兆円

当期
1,212億円

当期
43億円

当期
3.5%
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「未来の子供たちのために」の
実現に向け、生きがいとやりがいを
感じてともに成長できる企業へ

人財育成特集

HQ管掌（経営戦略本部・経営管理本部・人事本部・広報室） 
兼品質管理室・総合研究所担当 
兼シダックスコントラクトフードサービス株式会社代表取締役副会長 
兼シダックスフードサービス株式会社代表取締役副会長

佐藤　好男

　当社グループの事業は、フードサービス、車両運
行サービス、社会サービスのいずれもが「人を通し
てのサービス」によって成り立っています。業務遂

行にあたって安心・安全で信頼されることを通して社会に貢
献し、クライアントに喜んでいただくことが社員の生きがいと
やりがいになり、その対価がシダックスと社員の成長を支えて
いきます。
　当社グループの人財に共通するのが、「このサービスが好
き」「人が好き」という点です。人と何かをやることに対してや

りがいや達成感があり、お客さまに喜んでいただくと自分も嬉
しいと感じることがお客さまにも共鳴していきます。例えば、自
分の笑顔が相手にうつり、相手も笑顔になる。自分が変わって
いくことでお客さまが変わり、シダックスの未来も変わってい
く。シダックスグループには、このような数多くのスパイラル
が生まれてきました。
　当社グループが人材を「人財」と表記するのは、企業の成長
がまさに現業で働く社員の活躍にかかっているからです。そし
て、財と言うからには、プロとしてのスキルや提案力が求めら
れます。ここでのシダックスらしさが、「今日よりも明日」をよ
り良くしようとする改善の志であり、人間である以上起こる
ヒューマンエラーについても「前へ進む失敗は許す」という社
風を醸成し、ポジティブにモノを考える姿勢を浸透させてきた
のです。

シダックスの人財に対する
基本的な考え方、求める人財像に
ついてお聞かせください。Q

A

　人財戦略再構築のポイントは3つあります。
　一つ目が、広義のエンゲージメント向上として、
ウェルビーイングを推進します。当社はこれまでにも、

全ての事業活動において「社会的健康」「身体的健康」「精神的

健康」を追求してきましたが、これを発展させていきます。
　二つ目が「ミッション、ビジョン、バリュー（MVV）」という、当社
の企業理念を社員4万人にしっかりと浸透させていくことです。
　三つ目が、多様性、働き方、教育にしっかりと継続的に投資を
していき、専門的なスキルをどのくらい持てるかに挑戦し、「ここ
だけは譲れない」という強い会社になることです。基本的なスキ
ルと各社特有の専門性を向上させるため、各事業体ごとの資格
制度の充実にも注力していきます。

「人財戦略再構築」の
ポイントをお聞かせください。Q

A

　ご説明したような当社グループの事業特性を考え
れば、重要なのは「仕事をするということにプライド
をいかに持てるか！」になります。これがあるからこ

そ、お客さまや仲間への思いやりや感謝を継続することができ、
モチベーションアップにつながるのであり、その結果が報酬にも
反映されていく仕組みづくりが望まれます。このモチベーション
アップのために人財戦略を見直し、会社と社員の信頼感をしっ
かりと固めつつ、心身共に健康を維持する施策を推進していき
たいと考えています。
　従来は年功的な要素が強い制度でしたが、20年ぶりに改訂し
た人事制度は、自分の役割と責任の度合いをある程度、見える

化（明確に）することでグレード別に分け、年齢や勤続に関係な
く報酬が決定する制度です。属人的な評価から客観的な評価を
取り入れた制度ですが、完成するのはこれからだと思います。
　この人事制度の一番のポイントは、ミドル層、特に一番現場と
の接点が多く、一番お客さまとの交渉事が多いスーパーバイ
ザーや店長を花形の職種に引き上げ、層を厚くすることだと考
えています。私の経験からも、スーパーバイザーや店長がお客さ
まと社員との関係性を良好に保つことでよい方向へと進んでい
くことができます。
　人がすべてと言いましたが、正論だけでは人はついていかない
と思います。そこにはやはり愛情を持った人間関係が大きく左
右します。つまり、信頼関係が一番の肝心要といえます。
　当社グループでは、社員と会社がどれだけ信頼関係を築けて
いるかについて定期的なエンゲージメントサーベイを実施し、
PDCAを回しながら改善に役立てていきます。

経営方針に「人財戦略再構築」を
掲げていますが、その背景と狙いを
お聞かせください。

Q

A

　採用については、採用教育部が中心となって、全国
を網羅しながらエリアごとに必要な人員と必要な職
種を割り出し、マトリックスで追いかけています。業種

や地域によっては労働人口も少なく苦戦しているのも事実です。
　こうした採用環境を乗り切る一つの方策が、より高い専門性

です。具体的には、シダックスであれば、専門的なスキルを身に
付けることができるという定評を得ることです。委託事業であり
ながら、ノウハウの提供を武器化していきたいと考えています。
　もう一つが、「シダックスで働きたい」という仲間を増やし続
けることです。シダックスとはどのような存在なのかをしっかり
と伝え、周囲からも「良い会社に入ったね」と言われる会社にな
らなければなりません。
　これらを実現するには抜本的に思い切った施策も当然ながら
実施しなければならないと考えています。

労働環境が逼迫していますが、
採用の状況はいかがですか。Q

A

結びに代えて

　生活する、食事する、移動する、遊ぶ、楽しむ、勉強する――一日、人が動くなかには、さまざ
まなサービスが存在します。日ごろ、顔を合わせているうちに「こんな困りごとがある」という
お話をいただくうちに、気が付いてみると、500種にのぼる業務につながりました。
　顧客のニーズをより的確に把握し、新たな付加価値の提案を受け入れていただいた結果とい
えます。当社グループはこれからも、人を大切にし、顧客に寄り添いながら社会問題解決企業
としての改善や提案を継続することで業務の領域を広げていきます。
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人財エンゲージメント

未来の子供たちのために
シダックスグループが特に解決すべき社会課題

　シダックスグループは、固有の強みを活かしたSDGs経営により、特に人財、環境、街づくり、安心・安全の4つの社会課題
の解決に貢献していきます。また、ステークホルダーとの関係のなかで、①社員エンゲージメントへの投資により生産性を高
めてその成果を還元する、②顧客・パートナー企業との協創でイノベーションを進め、社会価値と経済価値が好循環する
CSVを目指します。

SDGs経営

SDGs経営目標

指標 エンゲージメント率
（2021/3期は11%）

2010/3期比
△%

（1食当たり）

2022/3期比
△%

包括運営
自治体数

（現在7自治体）

多様な運行の
実施自治体数

（2022/3期は29）

社内衛生点検
Aランク

（2022/3期は27%）

①重大事故数
② 当方過失事故 
発生率／年

目
標
水
準

2025/
3期 28% △32.5% △12% 11自治体 41自治体 50% ①ゼロ

②8%以下

2031/
3期 57% △50% △45% 58自治体 66自治体 80% ①ゼロ

②8%以下

　SDGs経営では、数多い社会課題のなかでも、シダックスグループらしいユニークな貢献が可能な人財、環境、街づくり、
安心・安全の4領域にコミットしていきます。

ミッション

シダックスグループとステークホルダー

社員 ＊ウェルビーイングの向上

繁栄する
パートナー
（取引先）

•   人財育成の投資を行い、生産性向上をもたらし、その成果を社員に還元。
•   同時にミッションへの理解と共感によるエンゲージメントの向上を得る。

•   社員が協創イノベーションの
成果を幅広い顧客に提供する
ことでパートナー（取引先）も
繁栄

報われる
投資家
（株主）

未来の子供たちのために、
より良い社会づくりの
視点で、人々と共に

「安心」「安全」「笑顔」の
日々をつくる。

•   当社グループのミッション
に共感するファンを増やす

•   社員が課題解決を行うこと
で顧客満足度は向上

•   顧客満足には、パートナー
との協創イノベーションも
貢献

•   社員がSDGs経営にコミッ
トすることで社会課題解決
が進み地域も繁栄

•   社員がSD G s経営を推進し、
株主は経済的リターンとESG
的評価を享受

CSV（共通価値創造）
社会課題解決と経済的成長

喜ぶ
顧客

繁栄する
地域

コミュニティ

SDGs委員会

　SDGs委員会は、2021年10月に当社グループの経営理念、経営目標、経営戦略の達成のために、2015

年に採択された国連のSDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）の趣旨と合致
させ、事業活動を通してSDGsの達成に寄与することで事業の継続と安定的発展を目的として設立しまし
た。事業活動で実現を目指すテーマの進捗報告および全体議論すべき課題があった場合の解決のための
議論を行い、必要に応じて取締役会へ諮問を行います。
　志太勤一代表取締役会長兼社長を委員長とし、事業会社の社長を含む委員8名で発足しました。2021

年度は、前中期経営計画で議論した社会価値をテーマに5つ程度のKPIを設定し、その月次進捗の管理を
する手法をとりましたが、達成すべき目標を明確にできていませんでした。それを踏まえ、2022年度は新
たに設定した事業活動で実現を目指す7つのテーマの実現に向けての具体的なアクションを各ワーキング
グループで明確にし、全社共通で進める施策まで落とし込み、SDGs経営を推進しています。

協創イノベーション

   解決すべき社会課題と方針およびSDGs経営目標

食品ロス削減、
脱炭素化

環境

サービス改善と
インフラ最適化

街づくり

シダックスグループの課題解決方針

社員エンゲージメントへの
投資から生産性向上、社員
への還元への好循環

•   エンゲージメント向上のため
の教育・育成への投資と
PDCA

•   女性・外国人・障がい者など
の多様な人財が自分らしく輝
く環境つくり

 人々が集う地域の場づく
りと、地域公共交通最適化
で街づくりに貢献

•   放課後児童クラブ／学校／図
書館など地域の人が集う場づ
くり（社会）

•   包括受託での効率化（社会）
•   スクール／コミュニティバス
での地域交通最適化（車両）

食品ロス削減、車両運行で
の脱炭素化を協創イノ
ベーションで推進

•   給食提供に際して発生する食
品ロスの削減（フード）

•   環境適応車の導入促進やコ
ミュニティ／デマンドバス等
による地域交通最適化（車両）

独自の仕掛けと安心・安全
文化づくりでシダックス水
準の安心・安全を実現

•   社長直轄の品質管理部門が
グループ全事業の品質を指導
する体制（全社）

•    「礼節・感動・思いやり」をサー
ビス業の原点として掲げ、人
財教育を徹底（車両）

脱炭素化

食品ロス削減

車両運行の安心・安全

グループ横断の衛生・
品質管理体制

持続可能な地域
交通インフラづくり

包括運営

人財開発、生産性
向上と還元

人財

食／交通の
事業者責務の全う

安心・安全

シダックスグループとは　　　価値創造ストーリー　　　価値創造の基盤
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390億円
＋3.2%※2

重点施策（地域交通委託の獲得戦略）
市場概況※1 シダックスグループの

ポジショニング／強み

黒塗り車両運行市場
1,402億円

運行委託市場
940億円

（委託化率67%）

※1 当社調べ
※2 市場成長率
※3 2022年3月期は世界的スポーツイベントの関連受注あり

黒
塗
り
車
両 

（
B
to
B
・
B
to
P
）

地
域
交
通
委
託
市
場 

（
B
to
P
）

デマンドバス 
（110億円）

スクールバス 
（170億円）

コミュニティバス 
（110億円）

基本方針・受注目標

黒塗り車両

•  運転サービス士の採用力強化が進んだことによ
り、新規契約獲得に向けた体制が整う

•  フードサービス事業とのクロスセル営業、過去注
力してこなかったWeb広告でのリード獲得を推進

•  中小事業者のM&Aについても積極的に検討

地域交通

•  過疎化に伴い、需要が一気に拡大すると見込まれ
る小中学校統廃合後のスクールバス、路線バス撤
退後のコミュニティ／デマンドバスの獲得に注力

•  環境適応車の保有を積極的に進めることで、脱炭
素ニーズ、バス車両の持ち込みによるサービス展
開ニーズに対応する

受注目標

2022/3※3 2023/3 2024/3 2025/3

24

35
27 24

（期）

現時点で小中学校統廃合後のスクールバス、
路線バス撤退後のコミュニティ／デマンドバスで
過疎地を中心に150の自治体と契約

ローラー営業（クロスセル含む）および入札情報を駆使して、
スクールバス／コミュニティバス案件で取引自治体数をさら
に拡大

各自治体でのスクールバス／コミュニティバスの需要台数は
過疎地の進行で段階的に膨らんでいくために、既存自治体で
地域公共交通の最後の砦としてのプレゼンスを高め、受注台
数を拡大していく

既存取引先 150自治体以上

A自治体 B自治体 C自治体・・・

・・・

・・・

・・・

ス
ク
ー
ル
バ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

未取引自治体
への拡大

自治体当たりの
台数の拡大2

2

1

1

2022/3
（実績）

2023/3
（目標）

2024/3
（目標）

2025/3
（目標）

（期）

218 228 244 261

2022/3
（実績）

2023/3
（目標）

2024/3
（目標）

2025/3
（目標）

（期）

21.4 22.7
28.1

32.3

（注）上記のセグメント別数値は管理会計上の数値となり、財務会計上の数値と異なります。

　車両運行サービス事業は、すでに圧倒的なNo.1の地位にある「黒塗り車両」すなわち役員車両のほか、各地におけ
る路線バスに加え、コミュニティ／デマンド／スクールバスの運行など、全国で3,700台以上の車両運行管理サー
ビスを提供しています。
　23年3月期の事業環境は、民間法人における役員送迎車や社員送迎バス等のノンコア業務のアウトソーシング化
や地方自治体における財政再建と地域活性化のための新たな交通体系の整備等のニーズの高まりが継続したなか、
行動制限の緩和に伴う経済活動の再開により、コロナ禍で落ち込んだ需要が大きく回復した1年となりました。
　当期の業績につきましては、燃料単価上昇等の影響を受けたものの、期首から新規増車の獲得が好調に推移したこ
とに加え、年間を通じて時間外運行や休日運行が回復したことが寄与し、売上高は233億59百万円（前期比
107.5%）、営業利益は21億5百万円（前期比118.5%）と増収増益となりました。
　今後はWebプロモーションによる販促やクロスセルによる営業強化を図り、さらなるシェア拡大を狙います。ま
た、デマンドバスの積極的な提案により、地域社会と連携した交通弱者の移動手段を提供し、地域型の次世代交通
サービスを実現させていきます。そして、恒常的な課題である運転サービス士不足の解消に向け、採用活動を積極的
に行い「2024年問題」に対応していきます。

車両運行サービス
事業セグメント別概況 交通インフラを構築

   中期経営計画の成長目標

売上高 （億円） 営業利益 （億円）

（億円）

トップ10プレイヤーの一角

•  当社グループは市場の約10%を占めるトッ
プシェア

市場推移

•  運転士の高齢化を背景に委
託が進み緩やかに成長

市場推移

•  路線バスの撤退・小中学校の
統廃合に伴い、需要が急速に
高まっており、市場が急拡大

強み

•  礼節の徹底など役員クラスに求められる質
の高い運転士の採用・育成ノウハウ

•  全国に11支店・68営業所を展開
•  業界リーダーとしての高い信頼性と危機対
応力

6.4%でトップシェア

•  当社グループは君津市での先進的な取り組
みをはじめ、全国展開している稀有なプレイ
ヤー

競争環境

•  大手は数社で中小プレイヤー
が大半を占める分散市場

市場トレンド

•  脱炭素車両の需要が高まる

強み

•  150自治体との強固なパイプ・受託実績
•  過疎地における効率的な運行スケジュール
立案ノウハウ、最適なバス運行を可能とする
デマンドバス運行システムを保有

•  顧客車両のみならず、自社車両持ち込み可能

競争環境

•  コミュニティ／デマンド／ス
クールバスの運営ノウハウを
有するプレイヤーは少数

•  受託実績を重要視

成長率
6%

成長率
15%
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   会社概要

   グループ概要

   株式情報 

シダックス株式会社 会社の株式に関する事項

会社概要・株式情報

シダックス株式会社 （持株会社）

フードサービス事業

シダックスコントラクトフードサービス株式会社 企業、キャンパス、寮等での食事提供業務

シダックスフードサービス株式会社 病院、高齢者施設、保育園・幼稚園等での食事提供業務

エス・ロジックス株式会社 グループ内の食材・消耗品等の一括購買・一元物流等

車両運行サービス事業

大新東株式会社 役員車、公用車、送迎車両、貸切バス等の車両運行業務

社会サービス事業

シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社
企業での受付、庶務、清掃業務等
自治体公共施設の運営業務（学校給食、放課後児童クラブ・学
童保育所、児童館、図書館、観光施設等）

その他事業

シダックス・スポーツアンドカルチャー株式会社 ホール運営等

エス・アイテックス株式会社 WEB・スマートフォンアプリの開発・運営、デジタルマーケティ
ング等

シダックスオフィスパートナー株式会社（特例子会社） グループ事業会社の補助業務等

所有者別株式数分布状況

■金融機関 1,547,800株
■金融商品取引業者 2 ,430,446株
■その他の内国法人 30,292,285株
■外国法人等 3 ,852,490株
■個人その他 16,617,818株

外国法人等（7.04%）

金融機関（2.83%） 金融商品取引業者（4.44%）

その他の
内国法人
（55.33%）

個人その他 
（30.36%）

（注）持株比率は、自己株式（981,282株）を控除して計算しています。

設立年月日  2001年4月2日
発行済株式総数  55,722,121株 

（内、自己株式981,282株）
資本金  100百万円
従業員数（連結） 35,099名
主要事業  フードサービス事業 

車両運行サービス事業 
社会サービス事業

本社事務所  〒150-0041 
東京都渋谷区神南一丁目12番10号 
シダックス・カルチャービレッジ

  TEL：03-5784-8881 
URL：https://www.shidax.co.jp

株式情報

証券コード 4837

株主数 26,978名
取引所 東京証券取引所スタンダード市場
単元株式数 100株

（1）発行済株式の総数
 普通株式　55,722,121株
（内、自己株式数981,282株）

（2）株主数
普通株式　26,978名

2023年3月31日現在

（3）大株主（上位10名）
株主名 持株数（株） 持株比率（%）

オイシックス・ラ・大地株式会社 15,582,759 28.47

志太ホールディングス株式会社 9,135,674 16.69

きらぼしキャピタル東京Sparkle投資事業有限責任組合 2,881,100 5.26

株式会社シダ・セーフティ・サービス 1,777,800 3.25

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,350,600 2.47

志太　勤一 1,225,856 2.24

志太　勤 1,203,332 2.20

野村證券株式会社 1,008,200 1.84

国分グループ本社株式会社 840,500 1.54

エスディーアイ株式会社 820,000 1.50

（注） 持株比率は、自己株式（981,282株）を控除して計算しています。

シダックスグループとは　　　価値創造ストーリー　　　価値創造の基盤
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https://www.shidax.co.jp
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/shidax-contract-food-service/
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/shidax-food-service/
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/slogix/
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/daishinto/
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/shidax-daishinto-human-service/
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/shidax-sports-and-culture/
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/sitex/
https://www.shidax.co.jp/corporate/group/shidax-office-partner/
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シダックス株式会社
 
〒150-0041 
東京都渋谷区神南一丁目12番10号 
シダックス・カルチャービレッジ 
TEL：03-5784-8881 
URL：https://www.shidax.co.jp

https://www.shidax.co.jp



